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要約

野生エゾシカ (Cervusnip.ρoηyesoensis)による食
痕が報告されている野生の草本類と木本類を採取し，

それらの成分組成と飼養下のエソゃシカにおける採食|生

について調査を行った.成分分析は，野生エゾシカに

よる採食頻度の高い植物および、冬期間に採食がみられ

た樹皮の 23種について行った.採食試験は，これまで

に食痕が報告された草本類および木本類の計29科58

属67種を飼養下のエゾシカ 4頭(成雄，成雌，若雄お

よび幼雄それぞれ1頭)に給与して行った.その結果，

草本類全体の粗蛋白質含量は乾物中 9.4~26.4%の範

囲にあり，平均 17.0%と樹皮よりも高く，繊維区分の

含量は樹皮よりも低かった.木本類(樹皮のみ)の粗

蛋白質含量の平均値は乾物中 6.6%であり，繊維区分

の含量は草本類よりも高かった.飼養下のエソゃシカは

給与じた大部分の植物を採食したが，ニリンソウ

(Anemonne flαccidα) ，オオハナウド (Heracleum
lanatum)およびオオウパユリ (Lilium cordatumu 

var. glehηii)は採食きれなかった.

緒論

野生エゾシカ (Cervusnippon yesoensis)は，食痕

調査から幅広い食性を持っていることが確認されてい

る(梶;1981， 1988，矢部ら;1990). その食痕がみら

れた野生植物の種類は，根室標津地域での調査では木

本類22種，草本類46種およびクマイザサ (Sasa

senanensis)の合計32科65属69種(梶;1981)，知床

受理 1996年 3月4日

地域では草本類35種，木本類およびつる植物30種が

確認されている(梶;1988). また，冬期間を中心に樹

皮の採食も報告されている(梶;1988，矢部ら;1990). 

野生エゾシカが好んで、採食する植物の特性は，飼養

下のエゾシカに給与する飼料の選定の指標になるもの

と考えられる.しかし，このような野生エゾシカの餌

となる植物の成分組成についての報告は少なく，飼料

価値について大原 (1956)が報告を行っているにすぎ

ない.そこで本研究では，野生エゾρシカによる採食頻

度が高いとされている草本類と木本類(樹皮のみ)

(梶;1981， 1988)および、冬期間に野生エゾシカの食痕

があった樹皮(木本類)，合計23種の成分組成につい

て分析を行うとともに，これまでに野生エゾシカに

よって食痕が報告されている野生植物67種を飼養下

のエゾシカに給与することにより採食をするかしない

か(採食性)を調べた.

材料および方法

野生植物の成分分析には，網走市管内と北海道阿寒

郡阿寒町の阿寒国立公圏内から採取した草本類と木本

類(樹皮のみ)の 23種を供試した.なお，成分分析に

用いた材料の採取日，種名および採取場所については

表1に示した.野生植物の一般成分は常法により，酸

性デタージェント繊維(以下， ADF) ，中性デタージェ

ント繊維(以下， NDF)およびへミセルロースは阿部

(1988)の方法により分析した.総エネルギーは，自動

熱量計(島津熱研式自動ボンブ熱量計CA-4P型)を用

いて測定した.

野生植物の採食試験は， 1994年6月から 10月にか

けて行った.採食試験には，本学部周辺の草地や林野
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‘表 1 成分分析に用いた野生の草本類と木本類の種名，採取日および採取場所

種 名 採取日 採集場所

草本類

ウド 1994. 6.10. 網走市八坂(本学周辺)

エゾゴマ十 1994. 7.26. 網走市八坂(本学周辺)

オオアマドコロ 1994. 6.13. 網走市呼人半島

オオウパユリ 1994. 6.13. 網走市呼人半島

オオハナウド 1994. 6.11. 網走市八坂(本学周辺)

オオノてナノエンレイソウ 1994. 6.13. 網走市呼人半島

オオブキ 1994. 6.11. 網走市八坂(本学周辺)

オニシモツケ 1994. 6.13. 網走市呼人半島

キツリフネ 1994. 7.21. 網走市八坂(本学周辺)

コウゾリナ 1994. 7.26. 網走市八坂(本学周辺)

ニリンソウ 1994. 6. 9. 網走市呼人半島

ムラサキツメクサ 1994. 6.28. 網走市八坂(本学周辺)

クマイザサ(阿寒一冬) 1993.12. 5. 阿寒国立公園尻駒別*

クマイザサ(阿寒一春) 1994. 5. 1. 阿寒国立公園尻駒別本

クマイザサ 1994. 6. 9. 網走市八坂(本学周辺)

木本類1)

ハノレニレ 1993.12. 5. 阿寒国立公園尻駒別*

エゾイタヤ 1993.12. 5. 阿寒国立公園尻駒別*

ケヤマハンノキ 1993.12. 5. 阿寒国立公園尻駒別*

シラカンパ 1993.12. 5. 阿寒国立公園尻駒別本

オヒョウニレ 1993.12. 5. 阿寒国立公園尻駒別*

ヤチ夕、モ 1993.12. 5. 阿寒国立公園尻駒別*

イチイ 1994. 5. 1. 阿寒国立公園尻駒別*

シナノキ 1994. 6. 6. 阿寒川上流*

マユミ 1994. 9.24. 網走市八坂(本学周辺)

タラノキ 1994. 7.12. 網走市八坂(本学周辺)

*財団法人前回一歩園財団所有地
1)樹皮の部分を採取

および呼人半島から採取した 29科 58属67種の草本

類と木本類(葉や実等のついた枝)を供試した.それ

らの採取月，科名および種名については，表3-1から

3-4に示した.供試動物には，東京農業大学生物産業

学部で飼養しているエゾシカ 4頭(成雄1頭，成雌1

頭，若雄1頭および幼雄1頭)を用いた.これらのエ

ゾシカには通常，飽食量の乾草または青刈り牧草(イ

ネ科主体)および濃厚飼料として規格外小麦等を 1日

2回給与した.試験方法は，採取した野生植物を 4頭

のエゾシカ個々に給与し，採食されたものをr+ J，匂
いをかぐだけでまったく採食きれなかったものを

「一J，味見程度の採食または途中で食べ戻されたもの

を「土」として評価した.なお，給与した野生植物は，

採取後短時間の内に新鮮な状態で給与を行った.

素物含量には差がみられなかった.草本類全体の粗蛋

白質含量は乾物中 9.4~26.4%の範囲にあり，平均

17.0%であり樹皮よりも高い値であった.草本類の成

分組成の値を一般的なイネ科牧草であるオーチヤード

グラスとチモシーの出穂期(農林水産省農林水産技術

会議事務局;1987)の値と比較すると，可溶無窒素物

含量は同程度，粗繊維含量は草本類の方が低かった.

粗蛋白質含量は草本類の方が高く，アルフアルファ乾

草(農林水産省農林水産技術会議事務局;1987) と同

程度であった.草本類の内，クマイザサの成分組成は，

粗蛋白質含量および可溶無窒素物含量の平均値がそれ

ぞれ 14.1%と36.9%，粗繊維含量およびADF含量が

それぞれ34.9%と36.1%であり，クマイザサを除いた

草本類の成分組成と比べて，粗蛋白質含量が低く，粗

繊維含量が高かった.また，クマイザサの成分組成の

値は，オーチヤードグラスとチモシーの出穏期の値(農

林水産省農林水産技術会議事務局;1987)に近似して

いた.今回供試したクマイザサは阿寒国立公園内の尻

駒別で12月と 5月に，網走市八坂の本学部周辺で6月

結果および考察

野生の草本類および木本類(樹皮のみ)の成分組成

を表2に示した.草本類全体の成分組成は，樹皮と比

べて粗繊維， ADFおよびNDF含量が低く，可溶無窒

-99-



相馬幸作・増子孝義・北原理作・石島芳郎

表2 野生の草本類および木本類の成分組成

分析試料名
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*原物中%

1)樹皮の成分のみを分析

に採取したものである.これらの成分含量を比較する

と，季節間，地域間に著しい違いはみられなかった.

樹皮の成分組成は，今回分析に用いた草本類全体と比

べて粗繊維， ADFおよびNDFの各繊維区分の値が高

かった.また，粗蛋白質含量は乾物中 3.5~14.9%の範

囲にあり，平均6.6%であった.また，粗脂肪含量はシ

ラカンパ(Betulaermanii)，マユミ (Euonymussiebol-

dianus)およびタラノキ (Araliaelata)では高かった

が，それ以外は今回供試した草本類よりも低い値で

あった.これらのことから，野生エゾシカによる食痕

が確認されている草本類全体の成分組成は，一般的な

出穂期のイネ科牧草と比較して粗蛋白質含量が高く，

粗繊維含量が低いこと，樹皮は草本類よりも粗蛋白質

含量が低く，粗繊維含量の高いことが明らかになった.

飼養下のエゾシカによる草本類および木本類の採食

試験の結果を表3-1から 3-4に示した. 6月に採取

した採食試験の結果では，給与した大部分の草本類は

採食されたが，ニリンソウ (Anemonneflaccida)お

よぴオオハナウド (Heracleumlanatum)は採食され

ず，いずれの草本類も雌雄両成獣と若雄ではまったく

採食きれない「一J，幼雄では口に含んで、からすぐに食

べ戻されてしまう「士」であった.また，オオウパユ

リ (Lilium cordatumu var. glehnii)は成雄および若

雄では味見程度に採食されるr::t J，成雌および幼雄で

はまったく採食きれない「ー」であった. 7月に採取

した草本類および木本類の採食試験では，総じて全草

本類および木本類(葉，小枝および樹皮等)が採食さ

れたが，ヨブスマソウ(Cacaliahastata var. orientalis) 

は成雌のみ採食きれない「一」であった. 9月および、

10月に採取した草本類および木本類の採食試験では，

すべての草本類および、木本類がエゾシカにより採食さ

れた.このように，採食試験の結果からはほとんどの

野生植物が採食されたが，給与した野生植物の中には

採食きれないもの，個体毎の採食性に違いがみられる

ものがあった.個体毎の違いは，今回供試したエゾシ

カの性別，年齢，導入する以前の生活環境や経験等が
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エゾシカの野草の採食性と成分

表 3ー1 エゾシカの採食試験に用いた草本類と木本類の種名および調査結果

採取月 科 名
種

学

名

名)

調査結果*
給与部位

成雄成雌若雄幼雄

6月 〔草本類〕

イネ科

キク科

キンポウゲ手ヰ

セリ科

タデ干ヰ

ノ〈ラ科

マメ科

ユリ科

〔木本類〕

ウコギ科

カノてノキ科

ブナ手ヰ

クマイザサ

(Sasa senanensis) 

エゾヨモギ

(Artemisia montana) 
オオブキ

(Patasites j，ゆonicusvar. 
giganteus) 

ニリンソウ

(A nemonne flaccida) 

ウド

(A ralia cordata) 

オオハナウド

(Heracleum laηαtum) 
エソゃノギシギシ

(Rumex obtusi向lius)

オニシモツケ

(FiliPendula kamtschatica) 
シロツメクサ

(Trifolium relうens)

ムラサキツメクサ

(Trifoliumρratence) 
オオアマドコロ

(Polygonatum odoratum var. 
maximoωiczii) 

オオウパユリ

(Lilium cordatumu var. 
glehnii) 

オオノてナノエンレイソウ

(T:ηllium初mtschaticum)

タラノキ

(A ralia elata) 
シラカンノ〈

(Betula ermanii) 

ナラ

(Quercus serrata) 

葉・若い稗 + + 十 十

茎・葉 十 + + + 

茎・葉 + + + + 

茎・葉 + 

茎・葉・花 + + 十 + 

茎・葉 + 

茎・葉 + + + + 

茎・葉 十 十 + + 

茎・葉 + + + 十

茎・葉・花 + 十 十 + 

茎・葉 + + 十 + 

茎・葉 + 士

茎・葉 + + + + 

葉・小枝・

樹皮

葉・小枝

+ + 十 + 

+ + + + 

葉・小枝・

樹皮

十 十 + + 

*+採食されたもの，士:味見程度または食べ戻されたもの，採食きれなかったもの

異なっていたことが要因と考えられた.野生エゾシカ

の食痕が報告されている野生の草本類の採食が確認さ

れなかったのは，ニリンソウのょっに若芽や若葉は食

用に適している(滝田;1987)が，それ以外の部位に

毒性の弱い有毒物質が蓄積されていたり(橋本;

1986) ，オオウパユリのように野生エゾシカが通常採食

する部位(花軸)以外の部分を給与したこと等が原因

と考えられた.

以上のことから，野生エゾシカが春期から秋期にか

けて採食する草本類の成分含量の平均値は，出穂期の

イネ科牧草に比べ粗蛋白質含量が高く，粗繊維含量が

低いことが示された.冬期間の重要な飼料源であるク

マイザサと樹皮の成分含量は，クマイザサが出穂期の

イネ科牧草の値と近似しており，樹皮は粗蛋白質含量
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が草本類よりも低く，繊維区分の値が高かった.また，

これまでに報告された野生植物の大部分は，飼養下の

エゾシカにも採食されることが確認された.

本研究は，平成6年度東京農業大学一般フ。ロジェク

ト研究費の助成を受けて実施したものである.
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表 3-2 エゾシカの採食試験に用いた草本類と木本類の種名および調査結果

採取月 科 名
種 名

給与部位
調査結果*

(学 名) 成雄 成雌 若雄 幼雄

7月 〔草本類〕

アカザ科 アカザ 茎・葉 + + + + 
(Chenoρodium album var. 
centroηebrum 

アカパナ科 メマツヨイグサ 茎・葉・花 十 + + + 
(Oenothera biennis) 

アブラナ手ヰ ナズナ 茎・葉 + + + + 
(Cゆsellαbuγγsα争αstoγis)

イグサ科 イ 茎・葉・花 + + + + 
υuncusφtSU L. var. 
deciPiens) 

イラクサ科 エゾイラクサ 茎・葉 + 十 + + 
( UrticaρlatY1りhylla)

オオノてコ科 オオノ〈コ 茎・葉・花 十 + + 十
(Plα:ntago俗iα託ca)

カヤツリグサ手ヰ ホタノレイ 茎・葉・花 + 十 十 + 
(Sciゆusho抱γui)

ガマ科 ガマ 茎・葉 + + 十 十

(乃φhalatijolia) 
キク科 エゾゴマナ 茎・葉・花 + + + 十

(Aster glehni) 

エゾヤマアザミ 茎・葉・花 + + + + 
(Cirsium heiiα:num) 
コウゾリナ 茎・葉・花 + + + + 
(Picγis hie:γαcioides vaτ. 

glαbrescens) 

セイヨウタンポポ 茎・葉・花 + + + + 
人Ta'Yi邸α:cumoffici，γzal，め
ヒメジョオン 茎・葉・花 + + + + 
(Erigeron annuus) 

ブタナ 茎・葉・花 + + + + 
(Hypochoeris radicata) 

ヨブスマソウ 茎・葉 + + + 
(Cacalia hastata var. 

o rientalis ) 

キンポウゲ手ヰ エゾカラマツ 茎・葉・花 + + + + 
(Thalictrum sachalinense) 

セリ科 ウマノミツバ 茎・葉 十 + + 十
(Saniculαchinensis) 

タデ科 ノ¥ナタデ〔ヤブタデ〕 茎・葉 + 十 + 十
(Po~狸onu:悦 yok:凶αiα%もem)

ツリフネソウ手ヰ キツリフネ 茎・葉・花 十 + + + 
(Impα:tiens noli-tange:γめ

ナデシコ手ヰ コハコベ〔ハコベ〕 茎・葉 + 十 + + 
(Stellaria medi，α) 

*十:採食されたもの，土:味見程度または食べ戻されたもの，採食きれなかったもの
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表 3-3 エゾシカの採食試験に用いた草本類と木本類の種名および調査結果

種 名 調査結果*
採取月 科 名

(学 名)
給与部位

成雄 成雌 若雄 幼雄

7月 〔草本類〕

ナデシコ科 ミミナグサ 茎・葉 + + + + 
(Cerastium holosteoides var. 
angustifolium) 

ノ〈ラ科 キンミズヒキ 茎・葉・花 + 十 + + 
(Agurumonia ja，ρonica) 
ダイコンソウ 茎・葉・花 + + + 十
(Geum jゆonicum)

フウロソウ手ヰ" ゲンノショウコ 茎・葉・花 + + + 十
(Geranium thunbergii) 

ユリ科 シオデ 茎・葉 + + + 十
(Smilax riparia) 

〔木本類〕

ウコギ科 ハリギリ 葉・小枝 + + + 十
(Kalopanaxρictus) 

カエデ手斗 エゾイタヤ 葉・小枝・ 十 + + + 
(Aceγmoη0) 樹皮

カノてノキ科 ケヤマハンノキ 葉・小枝・ + 十 十 + 
(A lnus hirsuta) 樹皮

ニレ科 ハノレニレ 茎・小枝・ + + + + 
(Ulmus davisiana var. 樹皮

}aj争onzca
ノてラ科 エソ守ヤマザ、クラ 葉・小枝・ + 十 + + 

(Prunus sargenyii) 樹皮

シウリザクラ 葉・小枝・ 十 + 十 + 
(Pruηus sseori) 樹皮・花

ノイバラ 茎・葉 + + + 十
(Rosa mult:♂ora) 

プナ科 ミズナラ 葉・小枝・ + + + + 
(Quercus monogolz"ca ssp. 樹皮

cri.ゆula)
マメ科 エゾpヤマハギ 葉・小枝 十 + + 十

(Leゆedezabicolor acutifolia) 
ハリエンジュ 葉・小枝・ + + + + 
(Robinia pseudoacacia) 樹皮・花

ヤナギ科 エゾノパッコヤナギ 葉・小枝・ + + + + 
(Salix hultenii) 樹皮

オノエヤナギ 葉・小枝 + + 十 十

(Sα:li;χsαchαlinensis) 

パッコヤナギ 葉・小枝・ 十 十 + + 
(Sα:li;χbα:kko) 樹皮

ユキノシタ手ヰ イワガラミ 葉 + + + 十
(Schizophragmq hydrangeoides) 

*+採食されたもの，土:味見程度または食べ戻されたもの，採食きれなかったもの
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表 3-4 エゾシカの採食試験に用いた草本類と木本類の種名および調査結果

種 名
調査結果*

採取月 科 名
(学 名)

給与部位
成雄 成雌 若雄 幼雄

9月 〔草本類〕

イネ科 ススキ 稗・葉・穂 十 + + + 
(Miscanthus sinensis) 

イラクサ科 ムカゴイラクサ 茎・葉 十 + + + 
(Laportea bulbifera) 

キク科 タカアザミ 茎・葉・花 十 + + + 
(Cirsiumρendulum) 
ノ¥ンゴンソウ 茎・葉・花 + + + + 
(Senecio cannabifolius) 

キンポウゲ科 アキカラマツ 茎・葉 + + + + 
(Thalictrum minus var. 
hypleucum) 

ナデシコ手ヰ シラタマソウ 茎・葉・花 + + 十 + 
(Silene cucubalus) 

〔木本類〕

ニシキギ手ヰ マユミ 葉・小枝・ + + + + 
(Euonymus sieboldi，αnus) 樹皮・実

ミズキ科 ミズキ 葉・小枝・ + 十 + + 
(Cornus controversa) 樹皮・実

ユキノシタ手ヰ ノリウツギ 葉・小枝・ 十 + + + 
(砂dorangeaρaniculata) 花・実

10月 〔木本類〕
ニシキギ手ヰ ツノレウメモドキ 葉・蔓・ 十 + + + 

(Calαstrus 0γbiculα:tus) 果実

ノてラ科 ナナカマド 葉・小枝・ + + + + 
(Sorbus commixta) 実

ブドウ手ヰ ヤマブドウ 葉・蔓・実 + + + + 
(Vitis coignetiαめ

*+採食されたもの，::t味見程度または食べ戻されたもの，採食きれなかったもの
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